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１．使用目的

ボールフロート式エアトラップＡＧ１１型・ＡＧ１２型は、圧縮空気システムで発生

するドレンを自動的に排出するためのものです。

空気配管、アフタークーラ、レシーバタンク等空気設備のドレン排出のために

ご使用ください。

２．仕 様

・

型式
接 続 使用圧力範囲最高使用温度

本体材質
寸法 重量

方 式 呼び径 (℃)

ねじ込

ね
じ  

～
鋳鉄

－

～

ねじ込

ね
じ

～
鋳鉄

 圧力の換算： ２

W3
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３．構 造

． ボ デ ー

．カバー

．フロート

．レバー

．バルブシート

．ガスケット

．バルブ

．スプリング

．ピン

．ブラケット

．セットボルト

．ガスケット

．ボルト

．プラグ

．ブローシャフト

．Ｅ－リング

．ハンドル

．Ｏ－リング

．ブローブッシュ

．プラグ

．ガスケット

．プラグ

．プラグ

．ネームプレート

．リベット

※図は
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４．取付配管上の注意

トラップ本体を投げたり、落としたりしないよう注意してください。

トラップのカバーに流れ方向を示す矢印がマークしてありますので、入口、出口を間違わない

よう水平に、またカバーが側面になるよう取付けてください。

トラップはドレン溜まりの最低部に取付け、ドレンが流入しやすいよう配管に適当な匂配を設

けてください。

トラップにドレンが円滑に流入するように均圧管を設けてください。

ドレン量が少なく気液置換が可能な場合には均圧管が不要です。このときは、入口配管を上部

に接続する垂直配管を推奨します。

トラップ入口側と均圧管にはバルブを取付けてください。バルブにはスルースバルブもしくは

ボールバルブを推奨します。（玉形弁を使用する場合は横向きに取付けてください。）

トラップ入口側には、ゴミ、スケール等によるトラブルを防止するためにミヤワキストレーナ

ＹＭ１型を横向きに取付けてください。

保守点検時、カバーやプラグ等が取外しやすい配管にしてください。

保守点検のためバイパス回路を設けてください。

 二次側を回収する場合、出口側にもバルブを取付けてください。また、停止時にトラップ一

次側へのドレンの逆流を防止するため、トラップ出口側に逆止弁等を取付けるなどの配慮が

必要です。

＜配管例＞

トラップを配管に取付ける前に、配管内のブローオフを充分行い、トラッ

プの正常作動を妨げるゴミや異物を取除いてください。
！  注意
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５．運 転

５ 運転手順

トラップ出口側のストップ弁を全開してください。

トラップ入口側のストップ弁を徐々に開け全開してください。

均圧管のストップ弁を徐々に開け全開してください。

５ 停止手順

トラップ入口側のストップ弁を閉めてください。

均圧管のストップ弁を閉めてください。

トラップ出口側のストップ弁を閉めてください。

５ ワンプッシュブローバルブの使い方

通常の作動時は最も引出した位置で

使用してください。

油類等でバルブ、バルブシートが固

着したような場合には、ハンドルを

一杯 ブッシュに当たるまで 押込ん

で強制開弁することにより、トラッ

プ内のブローオフが行えます。

トラップ本体内に通気する前に、バイパス弁あるいはブロー弁を全開し、

配管内のブローオフを行ってください。

運転中は必ず入口側、出口側並びに均圧管のストップ弁を全開にしてくだ

さい。

長期間休止する場合は、配管内並びにトラップ内のドレンを完全に抜き、

トラップ前後のストップ弁を閉めてください。

ワンプッシュブローバルブを使用した後は、必ず通常の位置まで引

出してください。

押込んだままの状態では吹放しになります。

！  注意

！  注意

！  注意

！  注意
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６．故障の原因と対策

現 象 故障原因 対 策

ドレンを全く

排出しない
入口側ストップ弁が閉止。 ストップ弁を開く。

出口側ストップ弁が閉止。 ストップ弁を開く。

均圧管のストップ弁が閉止。 ストップ弁を開く。

均圧管の取付方法の間違い。 適正な配管に変更する。

入口側ストレーナの目詰まり。 ゴミ等がトラップ内に入らないように

注意して清掃する。

入口、出口、均圧管のゴミ詰まり。 ゴミ等がトラップ内に入らないように

注意して清掃する。

最高作動圧力以上での使用。 適正なトラップ又は内部ユニットに

交換する。

フロート の破損。 新しいフロートに交換する。

ドレンの

排出が悪い
トラップの容量不足。 適正なトラップ又は内部ユニットに

交換する。

作動圧力差がない。 トラップ入・出口の圧力を検討する。

均圧管の取付方法の間違い｡ 適正な配管に変更する。

バルブシート の排出口のゴミ

詰まり｡

ワンプッシュブローバルブを押込んで

強制開弁させる。それでも改善されない

場合、バルブ とバルブシート のシ

ール面等に傷をつけないよう注意して

清掃する。

弁部のエア漏れ
バルブ とバルブシート の

当たり面に傷がある。

新品と交換する。

バルブシート のネジが緩んで

いる。

増締めをする。

セットボルト の緩みによる

ブラケット の締付不良。

ブラケットを正しい位置で増締め

する。

ワンプッシュブローバルブが押込

まれ、強制開弁の状態になって

いる。

ワンプッシュブローバルブを引上げ

る。

外 部 へ

の エ ア

漏れ

ﾎﾞﾃﾞｰ

ｶ ﾊ ﾞ ｰ

部

ボルト が緩んでいる。 増締めをする。増締めをしても止まら

ない時は、ガスケット を新品と

交換する。

プラグ が緩んでいる。 増締めをする。増締めをしても止まら

ない時は、ネジ部にシールテープを

巻いて締付ける。

 
ﾜﾝﾌﾞｯ

ｼｭﾌﾞﾛ

ｰ部 

O－リング( )の損傷。 )新商品と交換する。 

ブローブッシュ( )が緩んでいる。 )増締めをする。増締めをしても止まら 
ない時は、ネジ部にシールテープを巻

いて締め付ける。 
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７．メンテナンス

７ 分解手順

ボルト を外すと、内部ユニット一式がカバー に取付けられたままボデー から取出せます。

ピン をブラケット から抜くと、フロート の付いたレバー が取出せます。

この時、バルブ 及びスプリング を紛失しないよう注意してください。

カバー をバイス等に固定し、バルブシート を外し、セットボルト を外すとブラケット

が取外せます。

ブローブッシュ をゆるめると、ワンプッシュブローバルブユニットが取外せます。

ボデー内部および各部品を清掃、点検してください。

７ 組立手順

各部品の清掃、点検後、分解した手順を逆にして組み立ててください。特に、スプリング は

レバー の受け部の正しい位置に装着するよう注意してください。

ブラケット にレバー を取付ける場合、レバー をカバー と直角に持ちバルブ をバ

ルブシート に押付けるようにすると、容易にピン が挿入できます。

内部ユニットの付いたカバー をボデー に取付け、ボルト を締付けてください。

★ボルト等の締付けトルク 

トラップを配管から取外したり分解するときは、空気やドレンの吹出しに

よる危険を防ぐため、トラップ入口側、出口側のストップ弁を閉め、トラ

ップ本体の残圧を抜いてから作業を開始してください。

●組立時、ガスケット は必ず新品と交換してください。 
●ボルト の片締めは漏れの原因になりますので、片締めのないよう均

等に締付けてください。

型 式 部品名 対辺 締付トルク

・ バルブシート ･ ･

・ セットボルト ･ ･

ボルト ･ ･

ボルト ･ ･

・ ブローブッシュ ･ ･

・ プラグ ･ ･

！  警告

！  注意
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７ 分解組立図
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８．製品保証

８ 保証期間

製品納入日から ケ月以内といたします。

８ 保証内容

保証期間中に故障した場合は、故障の原因が次の事項に該当しない限り、

無償で修理または交換いたします。

本書に記載の注意事項を遵守しなかったことによる場合。

不適切な取付作業や取扱い、落下による過大な打撃等、

使用者の過失もしくは手落ちによる場合。

弊社以外の機器、設備、及び使用環境による場合。

弊社または弊社が委託した者以外の者により修理、改造がなされている場合。

塩分その他、著しく錆び、腐食を促す物質の浸入、もしくは同物質を含む流体による場合｡

消耗部品 例えば、パッキン、ガスケット、 リング、ダイヤフラムなど による場合。

配管内のゴミ、スケールなどの異物の付着、たい積による場合。

火災、自然災害、その他弊社の責任とみなされない不可抗力による場合。

８ 保証範囲

保証の範囲は原因の如何にかかわらず、納入した製品の販売価格を超えないものと

いたします。
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製品出荷日から 18 ヶ月以内、又は製品の取り付け後 12 ヶ月以内のいずれかのうち、

早く終了する期間といたします。



 

 - 9 - 

 

- -  
 

 
 
 
 
 

              

 
 
 
 
 

9



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 For any questions about the product that you purchased or about the details in this user’s 

manual, please contact the following.

 Copyright © 2014MIYAWAKI INC. All Rights Reserved. 

This user’s manual may not be reproduced or copied in whole or in part, without the written 

consent of MIYAWAKI INC. 

 Some special specifications of the product you have, may found to be different from the ones 

in the user's manual. If you have any question, please contact MIYAWAKI, our local 
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